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	 川村学園女子大学は、学生生活アンケートで学生の大学に対する意見や満足度などを

調査し、教育環境や授業の進め方の改善に活用しています。今回、卒業年次生に行った

調査の分析結果から成長実感と満足度を中心に報告いたします。 

 

調査実施方法 

	 調査対象	 2018年度	 本学在籍卒業年次学生	 249名（全学科） 

	 実施時期	 2018年 12月 3日（月）～2019年 1月 18日（金） 

	 回答数（回答率）133名（53.4%）	  

	 調査方法  WEBアンケートシステム（無記名）を利用し学生個々が回答 

 

結果概要 

成長実感（Table 1） 

 	 2018年度卒業年次生は、「人の話を聞く」「人に話す」「読んで理解する」「自分の考

えを文章で書く」「資料や文章を理解する」「社会で適応してうまくやって行く」「人と

コミュニケーション」「コンピュータを使ってデータを整理したり分析する」「人と協力

しながらものごとを進める」について 75％以上が身についた（「あてはまる」「ややあ

てはまる」）と感じていました。さらに、「コンピュータを使って文章や資料を作る」「専

門分野の知識や技術」「幅広い教養や常識」は 85％以上が身についたと感じていました。 

	 これに対して、「論理的に考える」「社会の中で役立とうという気持ち」「新しいこと

を創造する」「企画立案や計画作成」については、身についたと感じた学生は 65％程度

でした。また、「外国語を使う」「国際的視野」「グループの先頭に立つ」「ボランティア・

ＮＰＯなどの社会的活動をする姿勢」などは 50％以下でした。 

満足度（Table 2） 

	 	 卒業年次生の、生活、勉強、大学についてはいずれも 80％が高い満足度を示して

いました。特に、所属学科については 95％近くの学生が入学したことを満足していま

した。これに対して友人後輩に薦める者は 70％程度にとどまりました。 





 



  

 
 
 
  


